
令和６年度「森林空間利用」研修 

 

 日 時 令和６年９月６日(金) 13:30～16:20 

              会 場 波止場会館４階大会議室１，２ 

                  オンライン（Ｚｏｏｍ） 

              主 催 神奈川県森林協会・神奈川県 

 

次 第 

 

○開会・挨拶                       13:30 

○講義                          13:35～15:10 

１これからの森林空間利用とは 

  株式会社モリアゲ 長野麻子代表 

２森林空間利用の「エビデンス」と「社会実装」の状況 

  (国研）森林総合研究所 森林管理研究領域 高山範理チーム長 

３小田原市における森林空間利用の取組 

  小田原市農政課 野口裕介林業振興担当課長 

４株式会社オカムラで行っている森林空間利用 

  株式会社オカムラ サステナビリティ推進部環境マネジメント室 

   遠藤由美子氏 

 

○休憩                          15:10～15:25 

 

○パネルディスカッション                 15:25～16:20 

 テーマ【森林空間で「も」稼ぐ】 

 

 ファシリテーター：株式会社モリアゲ 長野麻子代表 

 パネラー： 

  （国研）森林総合研究所 森林管理研究領域 高山範理チーム長 

  小田原市農政課 野口裕介林業振興担当課長 

  株式会社オカムラ 

      サステナビリティ推進部環境マネジメント室 遠藤由美子氏  

       マーケティング本部プロモーション部       犬塚悦司氏 

 



講師プロフィール 

 

長野麻子 （ながの あさこ） 

株式会社モリアゲ代表 

 東京大学卒業後、農林水産省入省。林野庁企画課、フランス留学、バイオマ

ス・ニッポン総合戦略検討チーム、電通出向などを経て、食品環境対策室長、大

臣官房報道室長、新事業・食品産業政策課長、林野庁木材利用課長などを歴任。

2022 年 6 月に早期退職。同年 8 月に日本の森の価値を盛り上げる株式会社モリ

アゲを設立 

 

 

高山範理 （たかやま のりまさ） 

(国研）森林総合研究所 森林管理研究領域 チーム長 

 森林環境の研究者。心理学的なアプローチから快適・健康・幸福をキーワード

に“もり”と“ひと”を繋ぐための研究・調査活動を行う。 

「森林サービス産業」検討委員会委員。著書に「エビデンスからみた森林浴のス

トレス低減効果と今後の展開（新興医学出版社）」等。 

 

 

野口裕介 （のぐち ゆうすけ） 

小田原市経済部農政課林業振興担当課長 

 令和２年林野庁入庁。林野庁本庁、中部森林管理局、木曽森林管理署での勤務

を経て、令和６年より現職。川上から川下まで小田原市の林野行政全般に携わ

る。 

 

 

遠藤由美子 （えんどう ゆみこ） 

株式会社オカムラ サステナビリティ推進部環境マネジメント室 

 オカムラの従業員に対する環境意識の向上や、お客様への環境提案の支援をし

ている。サステナビリティを軸に、生物多様性の視点から考える研修や、森林資

源をビジネスに利用する企業としての知見を活かし、小学校などでの環境出前授

業を通し自然環境保全の大切さを伝える活動もしている。 

 

 

犬塚悦司 （いぬつか えつじ） 

株式会社オカムラ マーケティング本部プロモーション部 

 オカムラで長年プロモーションと企業ブランディングに関わり、2011 年に生物

多様性を目的とした ACORN 活動の創設メンバー。故 C.W.ニコル氏と共に初期から

コンテンツ制作に携わり、最近では森でのウエルビーイングやバイオミミクリー、

バイオフィリックの展開を推進している。 

 

 





ご協力ありがとうございました。

アンケートは、下記アドレスもしくは右記QRコードでも回答可能です。
https://forms.office.com/r/436bwWCsVP
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